
 

 

 

漢字ゆっくりＡ・Ｂコース 

 

１．コースの目的 
小中学校で学ぶ漢字を使った漢字語彙で、日常生活の中でよく目にする漢字の読み書き力をつける 

 

２．学習内容 
日本の小中学校で学習する漢字約 1800字のうち、 
Ａコース：約 900字を使った漢字語彙 800語の読み書き 
Ｂコース：約 900字の使った漢字語彙 750語の読み書き 

 

３．主な対象者 
日本語レベルは初級の中盤程度で簡単な日常会話は何とかできる人。中国で中卒相当以上の識字力の 
ある人 
※ＢコースはＡコース修了者が対象 
 

４．学習期間 

ＡＢコースとも、各 12ヶ月まで（期間内に修了しなかった場合は継続申請が可能） 

 

５．使用教材 

Ａコース：「漢字ゆっくりＡ」ＣＤ付 

Ｂコース：「漢字ゆっくりＢ」ＣＤ付 
 

６.学習プログラム概略 

以下 12ヶ月の場合だが、受講者のペースで進める 

 

【漢字ゆっくりＡ】 

12ヶ月 学習範囲 提出物 

1 ～ 3 

ヶ月目 

第１回送付物：受講案内、テキスト「漢字ゆっくりＡ」、第１回課題（１～８課）、 

課題文翻訳集 

第１～８課 
 

→★第１回課題（１～８課） 

4 ～ 6 

ヶ月目 

第２回送付物：第２回課題（９～16課）、課題文翻訳集 

第９～16課 
 

→★第２回課題（９～16課） 

7 ～ 9 

ヶ月目 

第３回送付物：第３回課題（17～24課）、課題文翻訳集 

第17～24課 
 

→★第３回課題（17～24課） 

10 ～ 12 

ヶ月目 

第４回送付物：第４回課題（25～32課）、課題文翻訳集 

第25～32課 
→★第４回課題（25～32課） 

修了証送付  

 

※ゆっくりコースより更に学習量を減らした「超ゆっくり課題」もあるので、ゆっくりコースの課題で

も負担が大き過ぎるという受講者は定着促進センターに相談の上、プログラムを「超ゆっくり」に変

更することも可能。 

 



 

 

 

 

【漢字ゆっくりＢ】 

12ヶ月 学習範囲 提出物 

1 ～ 3 

ヶ月目 

第１回送付物：受講案内、テキスト「漢字ゆっくりＢ」、第１回課題（33～40課）、 

課題文翻訳集 

第33～40課 
 

→★第１回課題（33～40課） 

4 ～ 6 

ヶ月目 

第２回送付物：第２回課題（41～48課）、課題文翻訳集 

第41～48課 
 

→★第２回課題（41～48課） 

7 ～ 9 

ヶ月目 

第３回送付物：第３回課題（49～56課）、課題文翻訳集 

第49～56課 
 

→★第３回課題（49～56課） 

10 ～ 12 

ヶ月目 

第４回送付物：第４回課題（57～61課）、課題文翻訳集 

第57～61課 
→★第４回課題（57～61課） 

修了証送付  

 

 

７．このコースのスクーリングの目的 

ゆっくり学びたい人のためのコースであり、高齢学習者が多い。課題を負担に感じて意欲を失うよ

うな事態を避けることを最優先させる。スクーリングは受講者と講師とで相談して、覚えるべき語彙

や課題の量をそのつど調整する場となる。 

 

８．このコースのスクーリングの留意点 

・課題には日常的に使用頻度の高い語（頻度はやや落ちるが、漢字の字体が日中で大きく異なり、この

機に馴染んでほしい字を用いた語も含まれる）を選んであるので、日中で字体の違う字のうち、細か

い違いは日常の使用には中国の字でも問題ないので追求しなくて構わない。 

※センターの添削では、表記のミスも一応直しを入れて返すが、音読してみて日本語としてコミュニケ

ーションに支障のない範囲だったら、仮名の表記が若干違っていても気にしなくてよい旨を伝える。 

 

参考 

 ・漢字受講者のひっかかりやすいポイントについて以下に上げました。参考にしてください。 

※ゆっくりコースの場合、答えは埋められるが、以下のポイントで困難を覚えるという受講者が少な

くありません。 

 ① 動詞・形容詞の読みの場合、活用形だと、どこから送り仮名にするのかわからない。 

（×｢遭
あう

いました｣、×｢ 暖
あたたかい

かな日｣等） 

② 複数の読みを持つ漢字は、どちらの読みを取るかわからない。 

（苦
くる

しい－苦
にが

い、凍
こお

る－凍
こご

える 等） 

③ ①と②の複合で、複数の読みを持つ語の活用形（苦しかった、凍って 等）が正しく読めない。 

これらに正しく解答するためには文法の知識が必要になってきます。受講者の日本語力に問題な

ければ、それらの知識もスクーリングの場でフォローしていただけるとありがたいです。ただ、

文法の苦手な受講者の場合、解説は却って混乱を招く場合もあります。その場合は各々の活用形

を漢字仮名交じり表記で示し、丸ごと覚えてしまうことを勧めた方が無難でしょう。 



 

 

 

④ また、同音異義語の漢字の使い分けも難しい課題ですが、ゆっくりコースの場合、テキスト「漢

字ゆっくりＡ/Ｂ」から解答を選べば混乱しないように絞ってありますので、テキストに沿って学

習するよう示唆してあげてください。 

 

９．スクーリングの流れと活動例（約２時間で計画した場合、以下の活動内容から取捨選択する） 

①オリエンテーション（初回のみ）：活動内容や頻度の説明、受講者が複数の場合は自己紹介等 

②直接指導 

 ａ．学習相談-１）学習進度や課題のどこに困難を感じているかなどを把握する 

 ｂ．課題添削終了者には、添削課題を持参してもらい、結果へのアドバイスを行う 

   ケアすべき所；濁点・一つの字に複数の訓・活用形・同音異義語 等 

   →結果に対する評価（努力の成果を認める方向で）や間違った箇所の確認、注意点に対する意識

化を行うが、目標は全問正解ではなく、個々人の設定した目標の達成であることを強調する。

また、あまりにも課題とレベルが合わない場合、講師の判断で課題の量を加減する 

 ｃ．課題が未提出の場合、テキストの「漢字ゆっくりＡ」、「漢字ゆっくりＢ」や課題からの抜粋問題

等を使って、学習した範囲の定着度をチェックする 

ｄ．テキストの中から受講者自身が覚えると決めた語の音読や書き練習 

ｅ．学習内容に関する質問受け 

ｆ．学習相談-２）学習方法アドバイス、今後の学習計画について話し合い、次回までの目標を設定す

る 

ｇ．受講者の希望する部分を音読練習する。その際、希望があり、講師に余力がある時は自習用とし

ても使用できるように講師がテープに録音しても良い 

③間接指導（自習） 

以下は、講師が他の受講者に対応している間に受講者が行う課題の例 

 ａ．受講者の持っている教材を使って 

・各課のテキスト中の語で未定着分の漢字単語カードを作る 

→漢字の読みと書き練習に利用するカード（表：日本の漢字、裏：読み仮名、中国語） 

→語彙として覚えるためのカード（表：日本の漢字と読み仮名、裏：中国語） 

→中国と日本では字体の違う漢字カード（表：中国の漢字、裏：日本の漢字） 

・｢まとめの問題｣を繰り返しやってみる 

・課題が終わっていない場合は学習した範囲で解答する 

 ｂ．講師が教材から作る課題 

・課題ごとの定着度チェック問題の作成。課題が返却されている者に対しては、そこから抜粋した問

題を作り、定着度のチェックを行う。余裕のありそうな者に対しては｢まとめの問題｣からの抜粋問

題も実施 

・受講者のウィークポイント問題の作成。今回までの学習範囲の未定着項目をチェックしておき、次

回までにその部分の問題を作成しておく 

・音声教材の作成。受講者と相談して、特に覚えたい語彙の漢字熟語を選択し、その部分の音声教材

を作成する。この音声教材は、指導の中で音読練習するときに同時に録音を行い、自習用として利

用させることもできる 

 

10．スクーリング実施状況報告から 活動事例など 

 自学自習が前提の遠隔学習課程の中でも漢字関係のコースは特に孤独な学習に頼るしかないコースで

すので、自学自習の方法を受講者が身に付けているかが成果ある学習ができるかどうかの鍵になります。 

 



 

 

 

●自学自習を促す策 

・受講者が課毎のテキストをやらないで提出課題をやってしまい、苦労していたので、実際に未提出課

題の中から本人の希望した第○課を用いて、テキストで漢字⇒語彙を確認し、読む練習⇒書く練習⇒

課題をやるという流れでやってみた。 

・自習のやり方に慣れるため、「語句の音読→ふりがな→復習→課題文の音読と意味確認」をした。 

・覚え方として一部を隠しながら声に出して読む・書くをアドバイス。そのアドバイスに従って３・４

課も試みていた。 

 

●学習語彙の取捨選択 

・日常使いそうな漢字を中心に学習した。家に帰ると忘れてしまっていると言いながらも、楽しく学習

した。 

・今ひとつ関心のない漢字が多いようであまり覚えていない。自分でテキストを見、どの課が自分に必

要かを選別していたのでそれを重点的にしようと話し合った。 

 

●覚え方の工夫 

・テキストを使って、単語を一緒に読んでことばの意味を言ったり、文を作ったりする練習をした。 

・既習漢字を使って、いくつか文を作ってもらった。ことばの使い方も間違いなかった。 

・使い方などをいくつか取り出して勉強した。 

愛想 ⇒「あの店の人は愛想がいい・中国の店員は愛想が悪かった」 

迷う ⇒「道に迷った」「結婚するとき迷いましたか」など 

その日のスクーリングで扱った語彙を使って、簡単な文を作ってもらったり、簡単なやり取りをした

りするのも機械的な練習にしないよい方法です。例えば、「漢字ゆっくりＡ」の第２課のテーマは「時

間の長さ」ですが、その中の学習語彙「秋分、冬至、季節、初旬、年越し」などを使って季節の話題で

やりとりをすることでより印象に残り定着も図れます。 

 

●達成度チェック 

・学習は確実に進んでいるようで、自分なりの勉強方法もできていて、「これを見てくれ」とか「小テ

ストをしたい」等、受講者の方から要望が出てきた。以下のことをやった。 

①９-16課の練習冊の書きチェック 

②17-24課の返却課題の復習・自己訂正・語彙の意味確認＋ＱＡ 

間違った部分については印を付ければ、自分で調べて訂正できる。ただ、Ａさんについてはやはり例

文や語彙の意味がわかっていないものについては×になっていたかも。改めて意味を確認するとわから

ないものがあり、その語彙を使ってＱＡもした。 

 

●課題やコースの変更 

・自宅学習の仕方やスクーリングの意味についてまだわかっていないように見受けられた。自学のペー

スをつかむには至っていない。「超ゆっくり」でもいいのではないかと思った。 

・Ｂコースは例文も難しく（漢字の使い方等も）覚えられないので、もう一度Ａコースから・・・と。

とても積極的に学習しようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

◆＊◆＊◆ 資料 ◆＊◆＊◆ 

 

１．テキスト「漢字ゆっくりＡ」抜粋（資料①） 

２．提出課題 添削例（資料②） 

３．課題文翻訳集 抜粋（資料③） 

４．｢超ゆっくり｣プログラムの「重要単語練習帳」、提出課題 抜粋（資料④） 

 



 

 

 

 

 

 

省略 

（資料①）第 2課：時間の長さ《时间的长短》 

読み練習  
 汉字 词汇 读法 意思 用平假名写汉字的读法 

 

小 小児科 
し ょ う  に 

か 
弌隅親 

小児科 

 

子 利子 り し 旋連 
利子 

 

出 出世 しゅっ せ 竃連 
出世 

 
 
 
 

日 日系 にっ けい 晩云僮由 
日系 

用平假名写汉字的读法 

日系
にっけい

 至急 出世 

季節 年越し 秋分 

利子 冬至 小児科 

初旬   



 

 

 

 

書き練習  
 汉字 词汇 读法 意思 写日本汉字 

 
短 短気 たん き 來識､短塚來 

たん き 

 
入 気に入る き に いる 各伉、浪握貧 

き に いる 

 
早 早引き はや び き 壼曜 

はや び き 

▼ 
晩 晩酌 ばん しゃく 絡架扮哉議焼 

ばん しゃく 

省略 

 

 

写日本汉字 

ばん しゃく 

晩酌 
しゅう まつ たん き 

はや び き き に いる ひ き わ け 

じ そく ひ がえ り く らし 

かん しょく   



 

 

 

（資料②） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

（資料③） 

 



 

 

 

 

（資料④） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料④） 

 


